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第２回アジア海上保安初級幹部研修開講
～ベトナムの研修生が初参加～

　

５
月
７
日
、海
上
保
安
大
学
校（
広

島
県
呉
市
）
で
「
第
２
回
ア
ジ
ア
海

上
保
安
初
級
幹
部
研
修
」
の
開
講
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
研
修
は
、

ア
ジ
ア
諸
国
の
海
上
保
安
機
関
の
人

材
育
成
の
た
め
、
海
上
保
安
庁
と
日

本
財
団
及
び
（
財
）
海
上
保
安
協
会

が
協
力
し
て
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
日
本
の
５
カ
国
計
９
名
の
研

修
生
が
、
講
義
や
業
務
見
学
を
通
じ
、

来
年
３
月
ま
で
海
上
保
安
業
務
に
関

す
る
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
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観閲式及び総合訓練～２年ぶりの開催～
　

６
月
２
・
３
日
、
東
京
湾
羽
田
沖

に
お
い
て
観
閲
式
及
び
総
合
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
全
国
各
地
か
ら
集
結

し
た
巡
視
船
艇
、
航
空
機
に
加
え
て
、

米
国
コ
ー
ス
ト
ガ
ー
ド
の
航
空
機
や
、

関
係
機
関
の
船
艇
・
航
空
機
も
参
加

し
て
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露

し
ま
し
た
。
昨
年
度
は
東
日
本
大
震

災
へ
の
対
応
の
た
め
中
止
と
な
り
、

２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

約
７
，
５
０
０
名
の
招
待
者
や
一
般

公
募
者
な
ど
多
く
の
方
に
本
番
さ
な

が
ら
の
訓
練
の
様
子
を
ご
覧
い
た
だ

き
ま
し
た
。
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第１１回 日露海上警備機関長官級会合
　

６
月
20
日
、
本
庁
に
お
い
て
鈴
木

海
上
保
安
庁
長
官
と
プ
ロ
ニ
チ
ェ
フ

ロ
シ
ア
連
邦
保
安
庁
国
境
警
備
局
長

官
に
よ
る
「
日
露
海
上
警
備
機
関
長

官
級
会
合
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
二
国
間
、
多
国
間
の
協
力

関
係
を
高
く
評
価
す
る
と
共
に
、
今

後
も
両
国
間
の
海
域
秩
序
を
維
持
し
、

良
好
な
関
係
を
発
展
し
て
い
く
こ
と

で
意
見
が
一
致
し
ま
し
た
。
ロ
シ
ア

側
一
行
は
21
日
に
横
浜
海
上
防
災
基

地
を
視
察
し
、
翌
22
日
に
は
両
国
長

官
が
揃
っ
て
石
狩
湾
で
実
施
さ
れ
た

日
露
合
同
訓
練
を
視
察
し
ま
し
た
。
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６
月
23
日
、
野
田
内
閣
総
理
大
臣

が
第
十
一
管
区
海
上
保
安
本
部
及
び

巡
視
船
「
り
ゅ
う
き
ゅ
う
」
を
視
察

し
ま
し
た
。
現
職
の
内
閣
総
理
大
臣

が
管
区
本
部
や
現
場
の
巡
視
船
を
視

察
す
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

野
田
総
理
は
、
業
務
概
要
説
明
を
受

け
た
後
、
巡
視
船「
り
ゅ
う
き
ゅ
う
」

の
船
内
や
搭
載
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど

を
視
察
さ
れ
、
飛
行
甲
板
に
お
い
て

現
場
職
員
に
対
す
る
激
励
を
行
い
ま

し
た
。

内閣総理大臣の
第十一管区海上保安本部視察 3
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機動防除隊 
出動件数が３００件に

　

６
月
28
日
、
機
動
防
除
隊
は
海
上

へ
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
流
出
事
案
へ
出

動
し
、
平
成
７
年
の
発
足
以
来
、
出

動
件
数
が
３
０
０
件
に
達
し
ま
し
た
。

　

機
動
防
除
隊
は
海
上
に
排
出
さ
れ

た
油
・
有
害
物
質
な
ど
の
防
除
措
置

や
、
海
上
火
災
へ
の
指
導
、
助
言
を

行
い
、
必
要
に
応
じ
て
自
ら
も
防
除

措
置
を
行
う
海
上
防
災
の
専
門
集
団

で
、
横
浜
海
上
防
災
基
地
内
の
機
動

防
除
基
地
を
拠
点
に
、
総
勢
18
名
体

制
で
業
務
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

5

海上保安庁音楽隊サマーコンサート
　

７
月
25
日
、
海
上
保
安
庁
音
楽
隊

は
、
日
比
谷
公
園
小
音
楽
堂
に
お
い

て
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
夏
の
時
期
に

増
加
す
る
海
で
の
事
故
を
防
止
す
る

た
め
の
呼
び
か
け
や
、
海
上
保
安
大

学
校
、
海
上
保
安
学
校
の
学
生
募
集

も
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
気
温
30
度
を
超
え
る
真
夏

日
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
方
々
に

ご
来
場
い
た
だ
き
、
音
楽
隊
の
演
奏

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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島
根
半
島
の
沖
約
44
㎞
に
位
置
す
る
隠
岐
諸
島
は
、

島
前（
ど
う
ぜ
ん
）と
呼
ば
れ
る
3
つ
の
島
と
、島
後（
ど

う
ご
）と
呼
ば
れ
る
一つ
の
島
の
4
島
を
中
心
と
す
る
、

日
本
海
に
浮
か
ぶ
島
々
だ
。人
口
は
2
万
２
０
０
０
人
弱

（
平
成
22
年
国
勢
調
査
）、本
州
と
は
フ
ェ
リ
ー
や
高
速

船
、そ
れ
に
1
日
に
2
便
の
飛
行
機
で
結
ば
れ
て
い
る
。

ま
た
北
西
約
１
５
７
㎞
に
位
置
す
る
竹
島
は
、隠
岐
の

島
町
の一部
で
あ
る
。

　

隠
岐
諸
島
は
大
山
隠
岐
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て

い
る
風
光
明
媚
な
土
地
で
は
あ
る
が
、島
後
直
行
の
高

速
船
で
1
時
間
10
分
、フ
ェ
リ
ー
で
は
2
時
間
20
分
と

本
州
か
ら
の
距
離
は
遠
い
。新
聞
や
郵
便
物
の
到
着
が

昼
時
に
な
る
の
も
離
島
ゆ
え
の
こ
と
。ま
た
荒
天
が
長

期
化
す
れ
ば
、生
活
物
資
が
不
足
す
る
可
能
性
も
あ

る
。

　

そ
ん
な
隠
岐
の
海
を
守
る
の
が
第
八
管
区
海
上
保

安
本
部
、境
海
上
保
安
部
に
所
属
す
る
隠
岐
海
上
保

安
署
だ
。島
後（
隠
岐
の
島
町
）、西
郷
港
に
拠
点
を
構

え
、巡
視
船「
さ
ん
べ
」が
配
備
さ
れ
て
い
る
。昭
和
28

年
1
月
1
日
に
境
海
上
保
安
部
西
郷
分
室
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
、昭
和
30
年
3
月
1
日
に
は
西
郷
警
備
救
難

署
、同
８
月
10
日
に
西
郷
海
上
保
安
署
へ
と
変
遷
し
て

き
た
。現
在
の
名
称
に
変
更
さ
れ
た
の
は
平
成
17
年
4

月
1
日
の
こ
と
だ
。

小
人
数
体
制
で
す
べ
て
に
対
応

　

隠
岐
海
上
保
安
署
は
、村
田
潔
署
長
以
下
、5
名
の

署
員
が
在
籍
し
て
い
る
。ま
た
巡
視
船「
さ
ん
べ
」に
は

計
16
名
の
乗
組
員
が
配
属
さ
れ
て
い
る
。

　

地
元
出
身
の
村
田
署
長
は「
こ
こ
は
普
段
、何
も
な
い

静
か
な
島
で
す
」と
前
置
き
し
た
上
で
、主
な
業
務
と

し
て
領
海
警
備
、治
安
の
確
保
、人
命
救
助
、海
洋
環
境
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左より村田潔署長、薄道雄次長、安部昇警務官、船越武史官。隠岐海上保安署前にて。

島根県沖約44㎞に浮かぶ隠岐諸島。
日に数便の飛行機と船舶で本土と結ばれるこの離島は、
付近を外国船籍の船舶が通航する航路に挟まれ、静かな島の生活と領海警備が混在する地域だ。
その隠岐諸島を守っているのが第八管区海上保安本部境海上保安部の隠岐海上保安署だ。
人々の生活と領海を守る、保安署員５名と
乗組員16名の巡視船「さんべ」の日常をレポートする。
取材／中島 敦（オンサイト）
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の
保
全
、そ
し
て
災
害
対
応
を
挙
げ
る
。隠
岐
諸
島
は

韓
国
、北
朝
鮮
、そ
し
て
ロ
シ
ア
と
近
接
し
て
お
り
、ま

た
多
数
の
外
国
船
舶
が
往
来
す
る
航
路
筋
に
も
接
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、航
行
船
舶
の
監
視
警
戒
は
重
要
な

任
務
だ
。特
に
荒
天
時
に
は
外
国
船
が
避
難
し
て
く
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
で
、そ
の
際
に
は
停
泊
す
る
船
舶
の

監
視
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。今
年
1
月
6
日
、

北
朝
鮮
の
漁
船
が
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル
で
漂
流
し
隠
岐
の

島
町
那
久
岬
沖
で
発
見
さ
れ
た
時
に
は
、陸
上
か
ら
の

監
視
と
付
近
の
海
岸
の
調
査
、発
見
者
か
ら
の
事
情
聴

取
な
ど
を
実
施
し
た
。ち
ょ
う
ど
仕
事
始
め
、地
元
消

防
な
ど
も
出
初
め
式
を
行
っ
て
い
た
最
中
の
出
来
事
で

あ
り
、マ
ス
コ
ミ
も
多
数
押
し
寄
せ
静
か
な
島
は一
時
騒

然
と
な
っ
た
が
、警
察
や
関
係
機
関
と
共
に
住
民
の
不

安
を
取
り
除
こ
う
と
情
報
提
供
を
行
う
な
ど
の
対
応

を
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
突
発
的
な
事
案
対
応
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、隠
岐
海
上
保
安
署
で
は
島
へ
の
玄
関
口
と
な
る
フ
ェ

リ
ー
へ
の
海
上
保
安
官
の
同
乗
や
舷
門
警
戒
、観
光
遊

覧
船
に
対
す
る
指
導
、密
漁
取
締
り
な
ど
を
日
常
的
に

実
施
し
て
い
る
。

　

人
命
救
助
に
目
を
向
け
る
と
、近
年
、死
亡
者
を
伴

う
船
舶
海
難
こ
そ
発
生
し
て
い
な
い
も
の
の
、小
型
船
舶

の
衝
突
や
乗
り
揚
げ
、転
覆
海
難
が
発
生
し
た
り
、漁

船
員
の
海
中
転
落
や
出
漁
中
の
発
病
、一
般
島
民
の
海

中
転
落
事
故
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
事
故
に
対
応
し
て
い

る
。平
成
23
年
6
月
14
日
に
は
、観
光
遊
覧
船「
第
八

し
ら
し
ま
」が
観
光
名
所
で
も
あ
る
ロ
ー
ソ
ク
島
か
ら
の

帰
港
途
中
に
暗
礁
に
乗
り
揚
げ
る
事
故
が
発
生
し
た
。

乗
客
乗
員
52
名
は
別
の
遊
覧
船
に
よ
り
無
事
救
助
さ

れ
た
が
、船
体
は
曳
航
中
に
重
栖
港
岸
壁
近
辺
で
沈
没

し
、燃
料
油
が
流
出
し
た
た
め
、こ
れ
を
官
民
関
係
者

に
よ
り
処
理
し
て
い
る
。
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　隠岐諸島は島根半島の北約44kmに位置し、西ノ島、中ノ島、知夫里島からなる島前と
島後（隠岐の島町）からなる。本土とはフェリーや高速船、そして飛行機で結ばれている。
　大山隠岐国立公園に指定されており、特異な地質から世界ジオパーク認定申請中だ。比
較的温暖な気候ではあるが冬の波は高く、また積雪もある。有名な景観としては隠岐の
島町北西部のローソク島。夕陽がちょうどローソクの火のように巨岩の頂点を照らす姿
は圧巻だ。また、まるで巨大な爬虫類が壁に張り付いているような全長26mのトカゲ岩
や、隠岐最高峰の大満寺山の乳房杉など見所は多い。国の重要文化財である水若酢神社
や古くからの漁村の風景を伝える都万の船小屋、あるいは伝統行事の牛突き、そして近
年では島内を100km走破する隠岐の島ウルトラマラソンといったイベントも積極的に開
催されている。　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　（写真提供：隠岐の島町役場）

本州から北へ４４km、日本海に浮かぶ隠岐諸島

鳥取県
鳥取

松江

島根県

島後（隠岐の島町）

西ノ島 中ノ島

知夫里島

島前



「
さ
ん
べ
」の
し
ょ
う
戒
に
同
行

　

海
上
で
の
活
動
は
巡
視
船「
さ
ん
べ
」に
よ
っ
て
行
わ

れ
る
。小
さ
な
島
と
は
言
え
、隠
岐
諸
島
の
海
岸
線
延

長
は
４
６
８
㎞
に
も
達
す
る
。広
い
海
上
だ
け
で
な
く
、

沿
岸
部
を
隈
な
く
監
視
し
た
り
、行
き
来
す
る
漁
船

や
遊
覧
船
な
ど
に
気
を
配
る
任
務
だ
。

　

今
回
、「
さ
ん
べ
」の
し
ょ
う
戒
活
動
に
同
乗
し
て
取

材
を
行
っ
た
。１
８
０
ト
ン
型
巡
視
船
の「
さ
ん
べ
」は
全

長
46
メ
ー
ト
ル
、総
ト
ン
数
１
９
５
ト
ン
。西
郷
港
を
出

港
し
湾
を
出
て
す
ぐ
東
に
位
置
す
る
塩
浜
海
水
浴
場

を
沖
合
か
ら
監
視
。こ
の
日
は
平
日
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
海
水
浴
客
は
少
な
く
、ほ
ど
な
く
針
路
を
西
へ
と
取

る
と
、西
ノ
島
、中
ノ
島
、知
夫
里
島
か
ら
な
る
島
前
へ

と
向
か
っ
た
。

　

夏
場
は
ベ
タ
凪
の
こ
と
も
多
い
と
言
わ
れ
る
日
本
海

だ
が
、湾
を
出
る
と
1
〜
2
メ
ー
ト
ル
の
波
に
船
体
が

上
下
す
る
。右
側
の
島
後
沿
岸
部
や
左
側
の
洋
上
を
注

視
し
な
が
ら
進
み
、ほ
ど
な
く
島
前
へ
。景
勝
地
で
も
あ

る
三
郎
岩
を
横
目
に
西
ノ
島
と
中
ノ
島
の
間
を
進
み
、

途
中
、プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
に
声
を
か
け
る
。搭
載
艇
を

降
ろ
し
て
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
へ
と
向
い
、法
定
書
類
の

確
認
や
安
全
指
導
を
行
っ
た
。こ
の
間
、巡
視
船
は
離
れ

た
位
置
に
停
泊
、待
機
す
る
。

　

停
泊
し
て
い
る
巡
視
船
の
姿
を
認
め
、こ
ち
ら
か
ら

注
意
さ
れ
る
前
に
慌
て
て
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
装
着
す

る
漁
師
達
。こ
う
いっ
た
人
々
の
啓
発
も
重
要
な
役
割

だ
。

　

島
前
の
浦
郷
湾
は
、3
つ
の
島
に
囲
ま
れ
波
も
穏
や

か
な
た
め
、冬
場
、荒
天
時
に
は
し
ば
し
ば
外
国
船
籍
の

船
が
避
難
し
停
泊
す
る
。「
そ
う
い
う
と
き
は
我
々
も

巡
視
船
を
付
近
に
停
泊
さ
せ
て
監
視
を
続
け
ま
す
」と

説
明
す
る
の
は
海
老
江
喬
船
長
だ
。穏
や
か
で
静
か
な
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巡視船を進めながら、船橋から海上や沿岸部に隈なく視線を送る。

巡視中、浦郷湾付近でプレジャーボートと遭遇。本
船から搭載艇を降ろしてプレジャーボートに向い、
法定書類の確認や安全への声掛けを行う。搭載艇
には採証用カメラなどの機材が持ち込まれる。た
も網は船上で相手と書類などをやりとりする際に
用いる。



隠
岐
の
島
だ
が
、わ
ず
か
な
距
離
で
隣
国
と
接
し
て
い

る
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
。

　

予
定
の
コ
ー
ス
を
巡
回
し
、巡
視
船
は
西
郷
港
に
戻

る
。「
さ
ん
べ
」は
隠
岐
諸
島
に
常
駐
す
る
唯
一の
巡
視

船
で
あ
り
、通
常
数
日
間
に
わ
た
る
し
ょ
う
戒
活
動
を

行
う
。ま
た
、最
近
で
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
活
用
が
増
え

た
も
の
の
、荒
天
で
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
飛
べ
な
い
場
合
な
ど

は
、島
の
医
療
施
設
で
は
対
応
で
き
な
い
急
患
を
輸
送

す
る
こ
と
も
。離
島
だ
け
に
、多
様
な
面
で
地
元
の
安

全
に
深
く
関
わ
って
い
る
こ
と
が
窺
え
た
。

地
域
密
着
で
守
る
離
島
の
海

　

狭
い
エ
リ
ア
で
あ
る
だ
け
に
、隠
岐
海
上
保
安
署
の

活
動
も
地
域
と
密
着
し
て
い
る
。海
難
防
止
活
動
と
し

て
講
習
会
を
開
催
し
た
り
、子
供
用
救
命
胴
衣
を
無

料
で
貸
し
出
し
た
り
、あ
る
い
は
ロ
ー
プ
で
自
作
で
き
る

ラ
イ
フ
ラ
ダ
ー
の
普
及
推
進
に
も
努
め
て
い
る
。青
い
海

を
守
る
た
め
に
地
元
小
学
校
で
環
境
保
全
出
前
講
座

を
開
催
し
、環
境
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
、そ
の
作

品
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
す
る
な

ど
、そ
の
活
動
は
実
に
き
め
細
か
い
。

　

災
害
へ
の
備
え
と
し
て
は
、隠
岐
諸
島
に
は
石
油
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
な
ど
の
大
規
模
施
設
は
な
い
も
の
の
、各
港
に

発
電
所
や
船
舶・自
動
車
、生
活
暖
房
用
の
油
タ
ン
ク
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、西
郷
港
に
は
年
間
約
80
隻
の
内
航

タ
ン
カ
ー
が
出
入
り
し
て
い
る
。こ
の
た
め「
西
郷
港
排

出
油
等
防
除
協
議
会
」を
組
織
し
て
、港
の
災
害
防
止

に
備
え
て
い
る
。こ
の
西
郷
港
に
は
約
１
４
０
×
20
メ
ー

ト
ル
の
メ
ガ
フ
ロ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、災
害
発

生
時
に
は
物
資
輸
送
の
拠
点
と
な
る
。

　

小
規
模
で
あ
る
だ
け
に
、ひ
と
り
ひ
と
り
の
幅
広
い

対
応
が
求
め
ら
れ
る
隠
岐
海
上
保
安
署
。日
本
海
に
囲

ま
れ
た
離
島
の
美
し
い
海
と
、海
上
の
安
全
は
彼
ら
の

日
々
弛
み
な
い
努
力
に
よ
って
守
ら
れ
て
い
る
。
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巡視船の横を航行するフェリー。狭い海域をフェリ
ーや漁船、プレジャーボートが行き交う島の風景だ。

巡視船「さんべ」
より西ノ島の浦郷
湾内を眺める。冬
場、天候が荒れた
際には荒天避難の
ため、この湾内に
停泊する外国船籍
の船も多く、その
場合には「さんべ」
から船の動きを監
視することになる。
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　平成24年7月4日、隠岐の島町有木小学校4年生を対象に、海洋
環境保全教室を実施した。学校付近の川の水、調味料等を薄めた液
体のCOD検査・PH試験、廃油石けん作りを通じて、生活排水の影
響や対処方法等について紹介した。興味津々の児童らは、廃油から
石けんができることに驚き、目を輝かせていた。なお、学校付近の
有木川のCOD（化学的酸素要求量）は、ほぼゼロであった。

　平成23年11月11日、地元の隠岐水産高等学校からの依頼により職場体験学習に協力した。参加し
た生徒は巡視船さんべにも乗船。海上保安業務の説明や質疑応答、職員との懇談が行われた。生徒は
年齢の近い若手職員に入庁の動機ややりがい、業務上大変なことなど、積極的に質問していた。

　地元での体験航海や海洋環境保全教室、職場
体験学習など、地元と密着した活動を続けてい
る隠岐海上保安署だが、この他にも直接役に立
つアイテムを用意している。海上保安協会隠岐
支部と協力して、海辺で楽しく遊ぶための子供
用救命胴衣の無料貸し出しはそのひとつ。まず
は実際に使ってもらうことで、救命胴衣の必要
性を実感してもらい、結果的に装着率の増加に
繋がることが期待される。また、小型船に乗る
人を対象に、簡単に作製できるライフラダー（縄
ばしご）の作り方も紹介している。万が一、海
に落ちてしまった際、船や岸壁に上がるのは非
常に困難だが、ライフラダーがあれば簡単に海
から上がることができるのだ。

子供用ライフジャケット無料貸し出しやライフラダーの紹介も

海洋環境保全教室

職場体験学習

ライフジャケット無料貸し出しやライフラダ の紹介も

船内での食事風景。味
もボリュームも申し分
なし。当然のことなが
ら乗組員は交代で食事
をする。

巡視船「さんべ」の乗組員一同。海老江喬船長
ほか経験豊富な海上保安官により若き海上保安
官は育てられている。



「さんべ」を支える若き海上保安官
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　平成24年1月6日、地元警察から「無人の船が漂流している」との通報を
受けた隠岐海上保安署は、直ちに巡視船・航空機を発動させ調査確認を行
った。船体にはハングル文字が表示され、乗船者3名と遺体1体（死因は低
体温症）を確認した。この船は平成23年12月中旬頃に北朝鮮東岸の港を
出港し漁を行っていたが、エンジン故障により漂流・遭難したものだ。船体
は隠岐の島町西郷港に曳航。9日には乗船者3名を福岡空港まで搬送し、
その後3名は中国経由で北朝鮮に引き渡され、遺体は19日に日本赤十字社
に引き渡された。

　平成24年7月16日の海の日に、地元の磯小学校児童2名を巡視船
さんべの一日船長に任命した。これは7月16～31日に実施された
海難防止活動の一環として行われたもの。一日船長となった児童が
遊漁船等に海難防止を呼びかけるなど、啓発活動を行った。また安
全教室として磯小学校児童15名を対象にペットボトル等を利用し
た簡易救助用具の説明と実演も実施した。

人を助けて役立つ仕事
救難業務に就きたい

　小学校4年生のとき、NHKで当庁の特集を放送し
たのです。それを見てすごく憧れを持って、海上保
安庁に入りたいと思ったのがこの仕事に就いたきっ
かけです。海上保安学校を卒業して、去年の3月か
ら「さんべ」に乗船しています。境港市出身で、隠
岐は近いのに一度も行ったことがなかったのですが、
住んでみれば意外と住みやすいですね。コンビニは
ありませんが（笑）、島の人々はとても温かい。都会
では体験できないような自然の中で遊ぶこともでき
ますし、私自身は魚釣りを楽しんでいます。最近は
テニスをしたり、プールで泳いだりも。
　これまであまり長い時間続けて船に乗ったことが
なかったので、最初は食事にしても大変でした。特
に冬場は時化でときどき船酔いしたり。陸と違って
すべてを揺れる中でやらなきゃいけませんからね。
　反面、遠洋で領海警備の仕事をしたときは、自分
がやっていることの実感も湧いたし、すごくやりが
いを感じた部分でもあります。また、濃霧で帰って
来られなくなった人を捜索して見つけたときはすご
く嬉しかったし、何よりホッとしました。島後の方
だったのですが、霧が深かったので最初はレーダー
に反応があり、もしかしたらと近づいていったら、
ちょうど船のようなものが見つかった。仕事を始め
て数ヶ月のときです。
　人を助けて役立つ仕事をしたいので、救難業務に
就きたいと考えていますが、まだ決断できずにいます。
中途半端な気持ちではできない業務なので、まだ迷
っています。日々のトレーニングもまだまだ全然足
りないので、もっとストイックにならないといけな
いと思っています。

「さんべ」で幅広い経験を
積んでいきたい

1年間の語学研修を受けて
国際捜査官に

　昨年海上保安学校を卒業し、10月から「さんべ」
に乗船しています。大変だったことは色々ありますが、
最初は船酔いでした。10月はドックで修理だったの
で、本格的に乗船したのが（冬の海が荒れてくる）
11月からだったのです。業務によっては遠洋に行っ
たりもしていますけど、最初は船酔いするのが嫌で
嫌で仕方なかった。さすがに今はだいぶ海も落ち着
いてきたし船にも慣れてきましたけれどね。
「さんべ」に乗りたいというのは自分の希望でした。
幅広く経験を積んで色々なことが出来るようになり
たかったのがPS型巡視船「さんべ」を希望した理
由です。実際に乗船してみても、やはり仕事の幅は
広いですね。それに、この船に乗って本当に恵まれ
たなと思っています。この船で、まずは普通の海上
保安官として一人前にならないと。
　印象的なのは1月の北朝鮮からの遭難漂流船の事
案です。まずは陸上から状況を把握しろということ
で那久岬というところから見張ったのですが、最初
は4名で行き、そこから2名先に帰って、私ともう1
名でずっと丘の上から見張っていました。もしかし
たら誰か上陸するかもしれませんでしたし、写真撮
影しながら警察の人ともずっと話をしていました。
巡視船が来て移動させたりするのをずっと見守りな
がら撮影していたのですが、風の強い中、昼頃から
ずっと見張っていて本当に寒かったです。
　いろいろとマスコミの方も多くて、初めてマスコ
ミ対応というものをしましたが、普段はとても静か
な所なので、余計に印象的でした。

地元小学生が一日船長に
北朝鮮の遭難漂流船を保護

下村達也 （21） ■航海士補 本坂　開 （22） ■航海士補 冨谷俊輔 （26） ■ 通信士補
国際捜査官（韓国語）

「トイレは自分
の大切な仕事場
所。みんなが気
持ちよく使える
ようにいつも掃
除してます」と
本坂航海士補。
生真面目です。

人命救助の現場をめざし「海猿になりたい」と語る下
村航海士補。厳しい訓練も明るい笑顔で乗り切れる！

「妻は今、二人目の出産で帰省中です」と語る冨谷通信士
補。警備情報課をめざすモチベーションは家族にあった。

　海上保安大学校の語学研修を受け3年前に国際捜
査官になりました。韓国語、ロシア語、中国語の3カ
国語があるのですが、韓国語を選びました。元々一
管にいたのでロシア語を勉強していたのですが、難
しくて断念（笑）。それで韓国語に転向です。
　元々一管の採用なので家族は北海道を出るのは想
定外だったようですが、「八管に行ってもいいか？」
と聞いたときは承諾してくれました。ただ、それが
隠岐だと言ったときはさすがに驚いたようです。私
自身は隠岐に来たかったというよりも、韓国語を活
かすことのできる場所を希望していました。やはり
韓国に近いので韓国語を使う頻度は高いですからね。　
　今年1月の北朝鮮からの遭難漂流船の事案を見て、
さらに行きたいと思っていました。やはりこっちは
韓国語を使うケースが多いので良かったと思ってい
ます。隠岐は人が温かいし、すぐに挨拶をしてくれ
るのが嬉しいですね。
　ただし、ここは緊急出港が多いというのは来る前
から聞いていました。船が1隻しかないので何かあれ
ばすぐに呼び出される、冬は外国の船が荒天避難で
入ってくる、そのときは必ずうちの船が呼ばれるの
で余計に忙しい、他の部署もそうですが携帯電話は
手放せませんし遠出もしない。そういう意識は高い。
まあ、元々島からはあまり出られないし、離れる人
はいないですね（笑）
　この先は警備情報課を目指しています。語学も使
えないといけないのですが、国際関係の捜査を自分
で手がけるようになりたいですね。



平成24年海上保安庁
118番イメージモデル 杉 良太郎さんを
一日第五管区海上保安本部長に任命
平成24年7月15日、平成24年海上保安庁118番イメージ
モデル杉 良太郎さんを一日第五管区海上保安本部長に任命
し、「皆さんに118番を覚えてもらい、海の事故を見かけたら
通報していただきたい。」と呼びかけていただきました。

　当日は、大阪湾において巡視船艇及び神戸
税関など関係機関の船舶１２隻と航空機２機
による「海上訓練展示」を実施しました。
　海上訓練展示では約１３００名の方が巡視
船せっつに乗船、訓練を見学する中、杉良太
郎一日第五管区海上保安本部長には訓練の
視察や職員への激励も行っていただきました。

杉 良太郎一日第五管区海上保安本部長の感想
「神戸港でこのような訓練を観ることができ、
  非常に思い出深い一日となりました。」

 かいほジャーナル 52号  10

海上訓練展示の様子

海上訓練展示で訓練を視察する杉 良太郎さんと石指第五管区海上保安本部長（写真左）

平成24年 海上保安庁118番イメージモデル 杉 良太郎さん一日第五管区海上保安本部長の任命式



日時	 平成２４年11月10日（土）
	 午後１時開場　午後２時開演
場所	 ゆうぽうとホール（五反田）
	 東京都品川区西五反田8-4-13
■交通案内
●JR、都営地下鉄浅草線、東急池上線
　「五反田」駅下車西口から徒歩約５分
●東急池上線「大崎広小路」駅下車徒歩約1分
　※ご来場の際は公共交通機関をご利用下さい。

（公財）日本海事センター補助事業　　　 後援 （財）海上保安協会
問い合わせ先：海上保安庁政策評価広報室　03－3591－9780（平日午前9時から午後6時まで）

応募はがき記入方法

往復はがきではありませんので、ご注意ください

１００８９７６ ※必ずご記入ください。
 • 郵便番号
 • 住所
 • 氏名（代表者）
 • 年齢
 • 応募のきっかけ
（例：チラシ、雑誌「○○」等）

※以下は、同伴者を希望する
　場合にのみご記入ください。
 • 氏名（同伴者•１名）
 • 年齢

申し込み方法
●はがき応募　〆切：１０月１９日（金）（必着）
郵便はがき裏面に代表者の郵便番号、住所、氏名、
年齢及び同伴者（１名のみ）の氏名、年齢を記入のうえ、
右の要領でお申し込み下さい。

●インターネット応募　〆切：１０月１９日（金）午後６時
海上保安庁ホームページよりご応募ください。
http://www.kaiho.mlit.go.jp/info/teien/

指揮：稲垣征夫（海上保安庁音楽隊技術顧問）

演奏予定曲
行進曲「海軍紳士録」
トム・ソーヤ組曲
映画「BRAVE HEARTS 海猿」より　ほか

応募は、お一人様1通のみとさせていただきます。複数応募はご遠慮ください。
申込みをいただきました方の中から抽選にて当選者を決定いたします。
当選者の発表は入場整理券（全席指定）の発送をもって発表に代えさせていただきます。
未就学児童のご来場・着席は、他のお客様のご迷惑となる場合がありますので、お断
りいたします。

※個人情報の取扱いについて
　応募の際にご記入いただいた個人情報は、本演奏会の公募事務および入場整理券の発送
のみに使用いたします。

第19回定期演奏会

海上保安庁音楽隊 

海上保安庁音楽隊 第１９回定期演奏会のお知らせ
平成２４年１１月１０日（土）午後２時から第１９回定期演奏会を開催します。
皆様のご来場を心よりお待ちしております。
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横浜・八景島シーパラダイスで
「SAZANAMIコンサート」

７月１６日・海上保安庁音楽隊

小学生の夏休み自由研究に協力
８月１１日・横浜機動防除基地

北海道小樽沖にて日露合同訓練
６月２２日・第一管区海上保安本部

呉市消防局潜水士との合同潜水訓練
６月２０日・呉海上保安部

環境月間における不法投棄等監視合同パトロール
６月１８日・対馬海上保安部

「お父さんの職場にようこそ！」
職場見学会

６月２３日・若松海上保安部

新潟市立高志中等教育学校２年生
の職場体験学習

７月２０日・新潟航空基地

中学生の職場体験
６月２６～２８日・宇和島海上保安部

消防との合同救難訓練
７月１３日・青森海上保安部
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地元教職員への業務研修
８月２日・中城海上保安部

13 

大船渡湾での体験航海で献花
８月４日・釜石海上保安部

船舶火災対応訓練
７月４日・三河海上保安署

礼文島で「巡視船れぶん」の一般公開
７月２８日・稚内海上保安部

コウノトリ但馬空港フェスティバル'12 
～兵庫県空の日イベント～
７月２８日・第八管区海上保安本部 角田岬灯台の一般公開

７月２９日・新潟海上保安部

釣掛埼灯台の一般公開
８月１２日・串木野海上保安部

灯浮標の交換作業
８月７日～９日・徳島海上保安部

118番啓発オリジナルエコバッグ
８月７日・紋別海上保安部

青森県防災航空隊との合同訓練
６月２９日・青森海上保安部

第五管区海上保安本部に
「うみまる」潜水士着任

７月２７日・第五管区海上保安本部
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